
（大分県）

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
軸
は 

誰
も
取
り
残
さ
な
い
福
祉
政
策

　

大
分
県
北
東
部
、
瀬
戸
内
海
に
突
き
出
た
国
東

半
島
の
南
部
に
位
置
す
る
杵
築
市
は
、
市
域
東
部

が
伊
予
灘
に
、
南
部
が
別
府
湾
に
面
し
、
北
西
部

は
標
高
２
０
０
～
８
０
０
ｍ
級
の
な
だ
ら
か
な
中

山
間
地
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　

年
間
を
通
じ
て
温
暖
（
平
均
気
温
15
℃
）、
雨
も

雪
も
少
な
い
典
型
的
な
瀬
戸
内
式
気
候
の
恩
恵
に

よ
り
、
多
様
性
に
満
ち
た
、
穏
や
か
で
緑
濃
い
自

然
環
境
（
森
林
面
積
約
62
％
）
に
包
ま
れ
た
杵
築
市

と
周
辺
エ
リ
ア
は
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
と
し
て
、

古
来
、
知
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
風
土
の
下
、
数
百
年
の
歳
月
を
か
け
構

築
さ
れ
て
き
た
中
心
市
街
地
は
、
江
戸
時
代
に
国

東
半
島
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
栄

え
た
、
杵
築
藩
・
松
平
氏
の
城
下
町
の
「
結
構
」
を

濃
厚
に
残
し
て
い
る
。
シ
ン
ボ
ル
・
杵
築
城（
模
擬

天
守
）が
建
つ「
台
山
」と「
御
殿
」か
ら
成
る
杵
築
城

跡あ
と

（
国
指
定
史
跡
・
令
和
２
／
２
０
２
０
年
指
定
）

周
辺
に
加
え
、
台
地
と
谷
が
連
続
し
、
起
伏
の
大
き

い
地
形
に
整
然
と
形
成
さ
れ
た
武
家
屋
敷
街
、
旧
町

人
地
の
様
相
は
と
り
わ
け
特
徴
的
だ
。
中
心
市
街
地

の
主
要
部
分
の
武
家
屋
敷
街
は
平
成
29（
２
０
１
７
）

年
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

さ
れ
、
令
和
３（
２
０
２
１
）年
に
は
、
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
が
国
の
認
定
を
受
け
た
。

　

現
杵
築
市
の
市
域（
総
面
積
２
８
０
・
08
㎢
）は
、

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
10
月
１
日
、
旧
杵
築
市

（
90
・
３
㎢
）
お
よ
び
旧
速
見
郡
山
香
町
（
１
４
３
・

71
㎢
）、
旧
西
国
東
郡
大
田
村（
46
・
07
㎢
）の
新
設

合
併
に
よ
り
確
定
し
た
。
合
併
時
の
人
口
は

３
万
１
８
５
人
だ
っ
た
。

　

本
年
８
月
末
段
階
の
人
口
は
２
万
６
８
３
３
人
。

合
併
前
の
昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
ご
ろ
の
人
口

（
３
万
５
０
６
６
人
）を
ピ
ー
ク
に
、
漸
減
傾
向
を
続

け
て
い
る
。
一
部
大
都
市
圏
以
外
の
全
国
の
地
方
都

市
と
同
様
、
杵
築
市
も
少
子
高
齢
化
（
令
和
２
年
９

月
時
点
の
高
齢
化
率
は

37
・
４
％
）
と
人
口
減
少
が

着
実
に
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

杵
築
市
で
は「
第
２
次
杵
築
市
総
合
計
画
」「
第
２

期
杵
築
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
基
づ
く
各
種
の
地
域
活
性
化
施
策
な
ど
に
よ
り
、

人
口
減
少
抑
制
へ
の
努
力
を
続
け
て
い
る
。
恵
ま

れ
た
歴
史
遺
産
や
、
海
山
里
の
豊
か
な
自
然
環
境
、

食
の
魅
力
な
ど
を
活
用
し
た
観
光
振
興
を
図
り
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
生
、
雇
用
の
場
の
拡
充
を

図
る
こ
と
に
も
余
念
が
な
い
。

　

同
時
に
、
市
民
に
は
暮
ら
し
や
す
さ
の
満
足
度
の

市 政 ル ポ 杵
き つ き

築市

全
方
位
に
向
け
た
福
祉
が
基
盤
の
き
つ
き
ス
タ
イ
ル

全
世
代
が
１
０
０
年
暮
ら
し
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

永
ながまつ

松　悟
さとる

杵築市長
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一
層
の
向
上
を
図
り
、
市
外
の
人
に
は
杵
築
市
で
子

育
て
を
し
た
い
、
暮
ら
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
「
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
、
よ
り
重
視
し
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
一
言

で
言
っ
て
も
、
目
指
す
都
市
像
や
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
、
当
然
、
都
市

に
よ
っ
て
多
種
多
様
だ
。
杵
築
市
の

場
合
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
中
心
軸
を
、
全
世
代
が
対
象
と
な

る
地
域
包
括
ケ
ア
を
基
盤
に
、
全
方

位
に
配
慮
の
行
き
届
い
た
、
多
彩
で

緻
密
な
福
祉
政
策
の
展
開
に
置
い
て

い
る
。
そ
こ
に
大
き
な

特
徴
が
あ
る
。
実
際
、

近
年
の
杵
築
市
は
、
後

に
述
べ
る
よ
う
に
、
福

祉
政
策
に
関
連
す
る
新

た
な
話
題
、
情
報
の
発
信
が
非
常
に
盛
ん
で
、
関

係
各
方
面
か
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

け
ん
引
役
は
、
福
祉
・
医
療
政
策
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
地
域
の
大
き
な
期
待
を
集
め
、
平

成
25
（
２
０
１
３
）
年
10
月
の
市
長
選
に
出
馬
し
て

当
選
、
本
年
10
月
か
ら
３
期
11
年
目
を
迎
え
て
い

る
永
松
悟
杵
築
市
長
だ
。

　

永
松
市
長
は
、
35
年
近
く
に
及
ぶ
県
職
員
時
代

の
キ
ャ
リ
ア
の
う
ち
、
３
分
の
２
以
上
の
歳
月
を

福
祉
畑
の
部
署
で
過
ご
し
て
き
た
。
県
福
祉
事
務

所
へ
の
勤
務
を
皮
切
り
に
、
旧
厚
生
省
へ
の
出
向

を
挟
ん
で
、
児
童
相
談
所
、
障
害
福
祉
課
、
医
務

課
な
ど
に
勤
務
。
県
こ
ど
も
・
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長
、
福
祉
保
健
部
長
な
ど
を
歴
任
後
、
出
身
地

で
も
あ
る
杵
築
市
の
市
長
選
へ
の
出
馬
要
請
を
受

け
、
平
成
25
年
３
月
に
退
職
。
前
述
の
よ
う
に
同

年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
市
長
選
で
、
当
選（
無
投
票
）

を
果
た
し
た
。

　

永
松
市
長
が
地
域
か
ら
の
市
長
選
出
馬
要
請
を

受
諾
し
た
背
景
に
は
、
県
職
員
時
代
か

ら
痛
感
し
て
き
た「
課
題
解
決
に
向
け
て

の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
」（
永
松
市
長
）と

い
う
。
そ
れ
は
高
齢
者
介
護
、
障
が
い

児
・
者
支
援
、
子
育
て
支
援
、
困
窮
家

庭
支
援
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
福
祉
施
策
の

根
幹
と
な
る
支
援
対
象
者
へ
の《
早
期
発

見
・
早
期
支
援
》
を
行
う
に
は
、「
住
民

と
一
番
身
近
な
関
係
に
あ
る
市
町
村
で

の
即
応
体
制
の
構
築
が
最
重
要
」（
永
松

市
長
）と
の
実
感
だ
。

　

同
時
に
永
松
市
長
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
支
援

の
必
要
性
を
痛
感
す
る
、
苦
い
体
験
も
あ
っ
た
。
県

福
祉
保
健
部
長
時
代
の
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
11

月
、
大
分
県
内

で
起
き
た
、
母

子
家
庭
に
お
け

る
４
歳
児
虐
待

致
死
事
件
だ
。

　
「
私
自
身
、
県

職
員
時
代
に
最

も
印
象
が
強

か
っ
た
の
は
、

児
童
相
談
所（
児

相
）で
の
勤
務
体

験
で
し
た
。
世

台地と谷と坂がダイナミックに連続する武家屋敷街はロケ
地としても人気

江戸時代の面影を色濃く残す城下町として、観光客の姿が絶えない人気ぶりだ

杵築市

大分市

城下町・杵築のシンボル「杵築城」
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の
中
に
は
自
分
の
想
像
も
つ
か
な
い
悲
惨
な
状
況

に
置
か
れ
た
家
庭
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

児
相
に
勤
務
し
て
い
た
30
歳
代
の
頃
に
、
と
こ
と

ん
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
相
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
悲
惨
な
事
例
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
手

の
施
し
よ
う
の
な
い
状
況
に
な
っ
て
か
ら
、
情
報

が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
例
が
非
常
に
多
か
っ
た

こ
と
は
、
つ
ら
い
体
験
で
し
た
。

　

高
齢
者
介
護
と
同
様
、
こ
う
し
た
事
案
に
つ
い

て
も
、
早
期
発
見
・
早
期
支
援
を
実
施
す
る
に
は
、

市
町
村
と
県
と
の
綿
密
な
情
報
共
有
体
制
と
、
そ

れ
を
基
に
し
た
初
動
体
制
の
構
築
、
そ
の
後
の
速

や
か
な
行
動
を
連
動
さ
せ
る
体
制
の
構
築
が
、
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
」（
永
松
市
長
）

　

市
長
就
任
の
翌
年
、
永
松

市
長
は
平
成
26
（
２
０
１
４
）

年
度
の
機
構
改
革
に
お
い
て
、

従
来
の
「
福
祉
対
策
課
」
を

「
福
祉
推
進
課
」
に
改
組
し

た
。「
福
祉
行
政
は
市
民
の
相

談
を
待
っ
て
対
応
す
る
の
で

は
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
市
民

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
姿
勢
で

早
期
発
見
・
早
期
支
援
、
あ

る
い
は
問
題
の
防
止
に
結
び

付
け
る
努
力
を
徹
底
し
な
け

れ
ば
、
意
味
を
成
さ
な
い
」（
永

松
市
長
）
と
い
う
基
本
理
念

を
、
内
外
に
明
確
化
す
る
た

め
の
最
初
の
機
構
改
革
だ
っ
た
。

全
て
の
福
祉
政
策
の
肝
は 

早
期
発
見
・
早
期
支
援
の
徹
底
に
あ
り

　

杵
築
市
に
お
け
る
現
在
の
福
祉
行
政
を
象
徴
す

る
の
は
、
子
育
て
か
ら
介
護
ま
で
、
全
世
代
を
対

象
と
す
る
相
談
支
援
の
拠
点
《
ま
る
っ
と
》
の
存
在

だ
。《
ま
る
っ
と
》
は
、
令
和
２
年
４
月
、「
あ
ら
ゆ

る
困
り
ご
と
は
全
世
代
支
援
セ
ン
タ
ー
〝
ま
る
っ

と
〟
へ
」
と
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
携
え
、
杵
築

市
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
開
設
さ
れ
た
。
地
域
包

括
ケ
ア
の
取
り
組
み
対
象
を
、
高
齢
者
介
護
に
限

定
せ
ず
、
子
育
て
、
障
が
い
児
・
者
、
生
活
困
窮
家

庭
な
ど
に
ま
で
広
げ
た
福
祉
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

だ
。
機
構
的
に
は《
子
ど
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
》

《
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
）》《
障
が
い
者

支
援
セ
ン
タ
ー
》《
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
》
の
機
能
を
併
せ
持
つ
。
職
員
の
ほ
か
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
や
保
健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
管

理
栄
養
士
な
ど
各
分
野
の
専
門
職
が
、
市
民
の
多
様

な
相
談
の
全
て
に
即
応
し
て
い
る
。

　

同
時
に
そ
れ
ら
の
専
門
職
（
多
職
種
）
と
職
員
は

ワ
ン
チ
ー
ム
を
形
成
し
て
お
り
、
各
自
の
専
門
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
た
相
談
事
業
に
、
積
極
的
に
関
与
す

る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。
こ
の
体
制

の
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
例
え
ば
高
齢
者

介
護
、
障
が
い
児
・
者
支
援
、
子
育
て
支
援
な
ど

を
す
る
に
し
て
も
、
単
一
の
問
題
点
の
解
決
だ
け

市民の困りごと全てに即応してくれる《まるっと（市社会福祉協議会内）》は福祉の
まち・杵築の拠点施設

市域を縦断する八坂川は江戸時代に舟運で繁栄。杵築城跡の下に展開する河
口にはカブトガニなどの希少種が生息（日本の重要湿地500）

三方を海に囲まれた杵築市の内陸部には豊かで奥深い田園風景が広がる
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杵築市　市 政 ル ポ

（大分県）

を
目
指
す
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
内

在
し
が
ち
な
、
家
族
全
体
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
も
、
丸
ご

と
相
談
に
応
じ
る
姿
勢
を
共
通
認

識
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
制

づ
く
り
に
も
、
永
松
市
長
が
福
祉

全
般
の
推
進
に
必
要
な
、
早
期
発

見
・
早
期
支
援
へ
の
即
応
体
制
実

現
に
向
け
た
、
強
い
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　
「
市
民
の
相
談
に
応
じ
る
際
に

は
、
家
族
全
体
を
早
期
に
支
援
す

る
こ
と
で
事
態
の
さ
ら
な
る
深
刻

化
を
防
ぐ
こ
と
も
、
常
に
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
に
お
い
て
は
、
市

民
の
ど
の
よ
う
な
相
談
に
も
『
断
ら
な
い
支
援
体

制
』
を
堅
持
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
最
重
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

組
織
の
縦
割
り
を
排
し
、
市
民
か
ら
の
相
談
業

務
を
多
職
種
が
総
出
で
丸
ご
と
解
決
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
の
は
、
職
員
、
多
職
種
の
人
々
に
よ

る
綿
密
な
共
通
認
識
の
保
持
と
絶
え
ざ
る
情
報
の

更
新
で
す
。
そ
の
方
策
と
し
て
、
杵
築
市
で
は
福

祉
関
連
の
主
要
部
署
が
参
加
す
る
《
地
域
ケ
ア
会

議
》
を
隔
週
で
開
催
し
、
情
報
共
有
の
推
進
と
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
を
図
っ
て
い
ま
す
」（
永
松
市
長
）

　
「
福
祉
の
ま
ち
・
杵
築
市
」
の
中
興
的
ス
タ
ー
ト

地
点
は
、
永
松
市
長
の
就
任
２
年
前
に
当
た
る
平

成
23
年
12
月
に
、
杵
築
市
が
豊
後
高
田
市
、
豊
後

大
野
市
と
共
に
、
大
分
県
の
モ
デ
ル
指
定
を
受
け

て
実
施
し
た
、
埼
玉
県
和
光
市
の
介
護
予
防
事
業

の
取
り
組
み
へ
の
視
察
と
学
び
に
あ
る
。

　

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
の
介
護
保
険
法
施
行
で

始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
も
11
年
目
を
迎
え
て
い

た
当
時
、
平
成
12
年
の
段
階
で
17
・
３
％
だ
っ
た

日
本
の
高
齢
化
率
は
、
既
に
23
・
３
％
に
ま
で
上

昇
し
て
い
た
。
周
知
の
通
り
、
そ
の
４
年
後
に
は
、

団
塊
の
世
代
（
昭
和
22
／
１
９
４
７
年
～
昭
和
24
／

１
９
４
９
年
生
ま
れ
）
が
全
て
65
歳
以
上
と
な
る
平

成
27（
２
０
１
５
）年
の
到
来
が
控
え
て
い
た（
平
成

27
年
の
高
齢
化
率
26
・
７
％
）。

　

介
護
保
険
制
度
の
発
足
か
ら
11
年
目
の
平
成
23

年
の
段
階
に
お
い
て
、
介
護
現
場
で
早
く
も
問
題

に
な
っ
て
い
た
の
は
、
要
介
護
者
が
「
寝
た
き
り
」

に
な
る
比
率
の
想
定
以
上
の
高
さ
だ
っ
た
。
介
護

保
険
制
度
は
精
密
な
構
造
を
有
し
て
い
る
が
、
制

度
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
「
要
支
援
者
・
要
介
護
者

の
自
立
支
援
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
よ
り
積
極
的

な
取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

と
は
い
え
、
実
際
問
題
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
す
れ
ば
よ
り
効
果
的
な
の
か
。
介
護
現
場
で
働

く
人
々
の
多
く
が
葛
藤
を
抱
え
て
い
た
。

　

杵
築
市
福
祉
対
策
課（
当
時
）の
職
員
も
同
様
で
、

そ
ん
な
折
に
実
現
し
た
の
が
、
介
護
先
進
市
と
し

て
制
度
発
足
時
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
た
和
光
市

へ
の
視
察
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
杵
築
市
を
含
む
３

市
を
モ
デ
ル
指
定
し
、
県
職
員
と
市
職
員
を
合
わ

せ
た
総
計
20
人
を
、
和
光
市
に
派
遣
す
る
決
断
を

下
し
た
の
が
、
実
は
当
時
の
大
分
県
福
祉
保
健
部

長
、
後
の
永
松
悟
杵
築
市
長
な
の
だ
。

　
「
和
光
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み
の
成
果
を
初
め

て
聞
い
た
と
き
は
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
要
支

援
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
の
40
％
近
く
が
、
自
立

支
援
に
よ
っ
て
改
善
し
、
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た

例
も
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
要
介
護
か
ら
改
善
し

た
事
例
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
基

盤
は
、
介
護
に
関
わ
る
多
職
種
が
頻
繁
に
行
う
地

域
ケ
ア
会
議
と
、
そ
こ
で
図
ら
れ
る
徹
底
的
な
情

報
共
有
に
基
づ
き
、
遺
漏
な
く
実
施
さ
れ
る
早
期

発
見
・
早
期
支
援
活
動
と
、
介
護
予
防
の
た
め
の

綿
密
な
体
制
の
構
築
な
ど
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
大
分
県
福
祉
保
健
部

長
時
代
に
、
高
齢
者
福
祉
課
長
か
ら
報
告
を
受
け
、

驚
い
た
私
は
、
早
速
、
和
光
市
に
問
い
合
わ
せ
の
電

公益社団法人日本青年会議所の「子どもを生み育てやすい社会を実現させる
ベビーファースト運動」に賛同する杵築市は、大分県初の「ベビーファースト
宣言」都市（中央に永松市長）

毎年5月5日、城下町（中心市街地）一帯で開催される「お城まつり」

15 市政 NOVEMBER 2023



話
を
入
れ
る
と
と
も
に
視
察
を
決
断
。
ま
ず
は
杵
築

市
、
豊
後
大
野
市
、
豊
後
高
田
市
を
、
県
の
介
護
保

険
事
業
の
改
革
モ
デ
ル
に
指
定
し
、
県
職
員
と
共
に

市
職
員
も
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

当
初
は
県
の
高
齢
者
福
祉
の
担
当
部
署
か
ら
２
～

３
人
程
度
の
派
遣
を
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域

包
括
ケ
ア
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
福
祉
だ
け
で
な

く
、
障
が
い
者
福
祉
、
地
域
福
祉
、
地
域
保
健
・
医

療
の
担
当
者
な
ど
、
関
連
部
署
も
一
緒
に
行
っ
た
方

が
い
い
。
高
齢
者
介
護
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村

か
ら
も
行
っ
た
方
が
い
い
と
考
え
直
し
、
杵
築
市
な

ど
３
市
の
職
員
を
含
め
、
最
終
的
に
総
勢
20
人
の
大

型
視
察
団
と
な
り
ま
し
た
」（
永
松
市
長
）

　

県
福
祉
保
健
部
長
時
代
の
永
松
市
長
が
陣
頭
指

揮
を
執
っ
た
、
大
分
県
か
ら
和
光
市
へ
の
視
察
研

修
は
、
そ
の
後
、
数
年
間
に
わ
た
り
県
内
全
域
に

ま
で
拡
大
し
た
。
同
時
に
地
域
ケ
ア
会
議
を
立
ち

上
げ
る
市
町
村
に
は
、
和
光
市
か
ら
講
師
を
派
遣

し
て
も
ら
う
な
ど
、
和
光
市
方
式
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
導
入
し
て
い
く
形
で
、
県
全
体
の
地
域
包
括

ケ
ア
体
制
の
基
盤
を
構
築
し
て
い
っ
た
。

　

平
成
23
年
の
和
光
市
視
察
直
後
か
ら
杵
築
市
で
始

ま
っ
た「
徹
底
的
な
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
」を
は
じ

め
と
す
る
、
介
護
予
防
へ
の「
中
興
的
な
取
り
組
み
」

は
、
平
成
25
年
の
永
松
市
長
就
任
を
契
機
に
、
さ
ら

に
加
速
。
現
在
に
至
る
約
10
年
間
の
プ
ロ
セ
ス
で
、

支
援
の
対
象
を
障
が
い
児
・
者
支
援
、
子
育
て
支
援
、

困
窮
家
庭
支
援
な
ど
全
方
位
に
拡
大
。
前
出
の
全
世

代
支
援
を
旨
と
す
る
、
福
祉
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

《
ま
る
っ
と
》開
設
へ
と
結
実
し
た
の
だ
。

福
祉
関
連
の
多
彩
な
話
題
に
見
る 

《
福
祉
の
ま
ち
・
杵
築
》の
進
化

　

そ
の
間
に
は
、
例
え
ば
要
支
援
か
ら
の
改
善
者
の

受
け
皿
と
要
支
援
・
要
介
護
予
防
の
た
め
の
活
動
拠

点
を
兼
ね
た
施
設
の
開
設
、
介
護
従
事
者
の
専
門
性

ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
事
業
、
専
門
職
（
歯
科
衛
生

士
・
管
理
栄
養
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
）
に
よ
る
各

種
啓
発
事
業
の
実
施
、
高
齢
者
が
楽
し
く
集
え
る

《
ま
ち
か
ど
交
流
サ
ロ
ン
》
の
設
置
な
ど
、
要
支
援
・

要
介
護
か
ら
の
改
善
、
介
護
予
防
の
た
め
の
各
種

施
策
・
事
業
を
展
開
。
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
の

段
階
で
22
・
５
％
だ
っ
た
杵
築
市
の
要
支
援
・
要
介

護
認
定
率
は
、
平
成
25
年
度
以
降
、
目
に
見
え
て

減
少
し
、
平
成
30（
２
０
１
８
）年
度
に
は
16
・
７
％

ま
で
低
下
。
現
状
で
は
18
％
前
後
に
落
ち
着
い
て

い
る
。

　

ま
た
、
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
３
月
に
は
、
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
が
主
催
す
る
「
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」

づ
く
り
の
た
め
の
施
設
が
、
全
国
５
カ
所
で
同
時

オ
ー
プ
ン
。
九
州
管
内
で
は
杵
築
市
に
初
め
て
オ
ー

プ
ン
し
、
杵
築
市
の
委
嘱
を
受
け
た
《
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
に
っ
こ
・
に
こ
》
が
《
ｂ
＆
ｇ
き

つ
き
》の
施
設
名
で
運
営
し
て
い
る
。

　
「
ｂ
＆
ｇ
き
つ
き
は
、
家
庭
環
境
の
厳
し
さ
な
ど
、

困
難
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
事
業

を
総
合
的
に
実
施
す
る
施
設
で
す
。
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
で
も
あ
り
、
学
習

支
援
や
体
験
活
動
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
場
所
で

も
あ
り
、
子
ど
も
食
堂
の
実
施
な
ど
も
含
め
た
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
総
合
的
な
生
活
支
援
を
行
っ
て

平日は小学校の下校時から午後９時まで稼働する「子ども第三の居場所／
ｂ＆ｇきつき」（学習支援と子どもキッチン＝料理教室の様子）
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（大分県）

い
ま
す
」（
永
松
市
長
）

　

ち
な
み
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
に
っ

こ
・
に
こ
（
平
成
18
／

２
０
０
６
年
設
立
）
の
小

畑
た
る
み
理
事
長
は
、
ｂ

＆
ｇ
き
つ
き
の
活
動
も
含

め
、
母
親
が
働
い
て
い
る

間
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
過
ご
せ
る
場
所
を
つ
く

る
な
ど
の
多
彩
な
活
動

が
、
男
女
共
同
参
画
推
進

に
貢
献
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
、
本
年
７
月
、
内
閣

府
《
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
賞
》を
受
賞
し
て
い
る
。

　

ま
た
現
在
、
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
「
農
福
連

携
事
業
」
は
、
農
業
現
場
の
人
手
不
足
支
援
と
、
障

が
い
者
な
ど
の
自
信
や
生
き
が
い
の
創
出
事
業
を

兼
ね
た
「
農
業
＋
福
祉
」
の
連
携
事
業
と
し
て
、
全

国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
に
お
い
て
も
、

杵
築
市
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
特
徴
的
だ
。

　

杵
築
市
で
は
同
事
業
を
《
青
少
年
等
自
立
支
援
就

業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業（
き
つ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）》と

し
て
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
か
ら
推
進
。
障

が
い
者
に
限
定
せ
ず
、
比
較
的
支
援
が
手
薄
に
な
り

が
ち
な
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
自
立
・
就
労
と
、
農
家
の

担
い
手
不
足
と
い
う
二
つ
の
課
題
の
同
時
解
決
に

向
け
た
事
業
と
し
て
、《
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
お
い
た
子

ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
》と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
開
始
か
ら
５
年
目
に
当
た
る
令
和
２

年
４
月
、
中
学
３
年
生
か
ら
４
年
間
、
毎
年
実
習

に
参
加
し
て
頑
張
っ
た
高
校
生
が
、
市
内
の
か
ん

き
つ
栽
培
の
会
社
に
正
社
員
採
用
さ
れ
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
に
発
信
さ
れ
た
。

　
「
杵
築
市
流
の
農
福
連
携
事
業
（
き
つ
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
か
ら
、
初
の
就
農
者
が
誕
生
し
た
わ
け
で
す

か
ら
、
こ
れ
は
非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
」
と
、
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
語
る
永
松
市
長
。
こ
れ
も
ま
た
、

誰
を
も
取
り
残
さ
な
い
支
援
を
旨
と
す
る
、
杵
築
市

な
ら
で
は
の
、
福
祉
行
政
全
般
に
通
底
す
る
包
括
的

な
支
援
の
取
り
組
み
の
一
環
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
と
こ
ろ
で
、
杵
築
市
が
実
践
す
る
全
世
代
に
向

け
た
地
域
包
括
ケ
ア
の
原
点
は
介
護
予
防
で
す
。
そ

の
介
護
予
防
に
関
し
て
、
市
内
大
田
地
区
（
旧
大
田

村
）
の
特
養
で
今
、
面
白
い
試
み
が
進
行
中
で
す
。

特
養
に
は
地
域
の
要
介
護
の
高
齢
者
が
入
所
す
る
わ

け
で
す
が
、
地
域
に
は
元

気
な
お
年
寄
り
も
い
る
。

そ
う
し
た
元
気
な
お
年
寄

り
に
、
そ
の
特
養
で
は
介

護
支
援
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
い

る
の
で
す
。
介
護
予
防
を

目
的
と
し
て
、
特
養
の
車

で
送
り
迎
え
し
て
、
入
所

者
の
タ
オ
ル
や
シ
ー
ツ
を

畳
ん
だ
り
、
草
む
し
り
を

し
た
り
、
ご
く
軽
い
作
業

を
、
30
分
で
３
０
０
円
～
５
０
０
円
ぐ
ら
い
の
お
礼

で
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
前
に
は
入

所
者
の
身
の
回
り
の
お
世
話
も
し
て
も
ら
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
そ
の
お
年
寄
り
た
ち
は
、

自
ら
の
介
護
予
防
運
動
を
し
て
い
る
よ
う
な
形
に
も

な
っ
て
い
る
。
入
所
し
て
い
る
方
た
ち
も
、
み
な
地

域
の
顔
見
知
り
な
の
で
、
支
援
す
る
側
も
さ
れ
る
側

も
、
互
い
に
懐
か
し
い
昔
話
の
相
手
に
な
れ
る
。
認

知
症
予
防
に
も
い
い
と
、
大
好
評
な
ん
で
す
」（
永
松

市
長
）

　
「
第
２
次
杵
築
市
総
合
計
画
」
の
基
本
理
念
は

《
１
０
０
年
住
み
た
く
な
る
め
ぐ
り
め
ぐ
る
循
環
型

の
ま
ち
づ
く
り
》
だ
。
杵
築
市
が
実
践
す
る
、
全
世

代
全
方
位
に
向
け
た
支
援
を
軸
に
目
指
す
循
環
型
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
こ
の
特
養
に
お
け
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
何
と
も
象
徴
的
な
魅
力
に
満
ち
て
い
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
７
月
14
日
）

平成28年度から開始の「きつきプロジェクト」は青少年などの自立・就労と
農家の担い手不足解消に取り組む事業（乳牛飼育の様子）

杵築の冬の風物詩「ひいなめぐり」は、まちなかの各所に飾られた
おひなさまを訪ねるゆかしい行事だ（名刹・養徳寺のひな飾り）

毎年7月開催の杵築天満社「天神祭り」も本物の城下町によく映える
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